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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ガガララスス溶溶解解用用電電気気炉炉    

熱熱処処理理用用小小型型電電気気炉炉    

誘誘電電分分散散測測定定用用 LLCCRR メメーータターー    

ガガララスス研研磨磨機機    

紫紫外外～～近近赤赤外外分分光光光光度度計計    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

多多成成分分系系ガガララスス材材料料のの組組成成設設計計かからら物物性性測測定定ままでで一一貫貫ししてて幅幅広広くく行行っってていいまますす。。ガガララススはは成成分分のの調調整整でで，，様様々々

なな物物性性ををココンントトロローールルすするるここととががででききまますす。。ままたた，，ガガララススはは板板，，球球，，フファァイイババーーななどど様様々々なな形形状状にに加加工工ででききるるここととかか

らら，，幅幅広広いい分分野野でで応応用用さされれてていいまますす。。ガガララススをを熱熱処処理理すするるとと，，微微小小なな結結晶晶がが数数多多くく生生成成ししたたセセララミミッッククススににななりりまますす。。

成成長長ししたた結結晶晶のの性性質質をを上上手手にに用用いいるるとと，，ガガララススのの物物性性をを飛飛躍躍的的にに向向上上ささせせるるこことともも可可能能ににななりりまますす。。  

私私のの研研究究でではは，，ガガララスス中中ににどどののよよううにに結結晶晶がが成成長長すするるかかをを詳詳細細にに調調べべ，，そそのの過過程程でで物物性性値値ががどどののよよううにに変変化化すす

るるかかをを観観察察ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ホホウウ酸酸塩塩系系ガガララススのの結結晶晶化化過過程程でで，，誘誘電電率率ががどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべ

てていいまますす。。そそののほほかかにに，，可可視視域域ででのの光光学学特特性性のの変変化化もも調調査査ししてていいまますす。。光光のの波波長長よよりり十十分分小小ささいい結結晶晶をを数数多多くく生生

成成すするるここととががででききれればば，，「「安安価価でで作作りりややすすいい」」「「高高屈屈折折率率・・高高誘誘電電率率」」ののガガララススがが実実現現ででききるるももののとと期期待待ししてていいまますす。。

((図図はは，，当当研研究究室室でで作作製製ししたた融融液液状状態態ののガガララススととガガララスス試試料料のの写写真真。。))  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ガラス材料の作製・評価・測定 

 

氏氏名名：：      長長谷谷川川  智智晴晴／／HHAASSEEGGAAWWAA  TToommoohhaarruu  EE--mmaaiill：：  hhaasseeggaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  OOppttiiccaall  SSoocciieettyy  ooff  AAmmeerriiccaa，，日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  ガガララスス・・セセララミミッッククスス・・光光吸吸収収・・屈屈折折率率・・光光フファァイイババーー  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・分分光光測測定定  

・・XXRRDD 測測定定  

・・熱熱処処理理、、切切断断、、加加工工ななどどのの後後工工程程  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ママッッフフルル炉炉（（ヤヤママトト科科学学,,  FFOO220000））    

    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

シシンンチチレレーータタ  

α線やβ線、γ線、X 線といった電離放射線は目には見えないため、間接的に検出するためには一度、低エネルギ

ーの光（紫外光ー近赤外光）に変換し、それを光検出器（光電子増倍管、フォトダイオードなど）で受光し、電気信号

に変換して検出しています。この放射線から光に変換する時に用いられるのがシンチレータです。身近なところでは

病院にある医療画像診断装置や空港の手荷物検査装置などでもシンチレータは用いられています。 

放射線を光に変換してから検出するため、一般的にはよく光る物質がシンチレータとして適しています。応用先によ

って求められる特性は変わりますが、物質の密度や蛍光減衰の速さ、発光波長が検出器の波長感度に適している

ことなどが挙げられます。より良いシンチレータの開発を目標に、様々な化合物（主に無機）を合成し、その蛍光およ

びシンチレーション特性の評価を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 シンチレーション検出器の模式図。 

                                          図 2 合成したセラミックスサンプル。 

ドドシシメメーータタ材材料料 

物質に電離放射線が照射されると、電離によって電子と正孔が生成されます。これらが物質中の欠陥などに捕獲さ

れると準安定状態を形成し、その後に光や熱といった刺激を加えると、電子または正孔が捕獲サイトから脱出し、発

光中心で再結合して蛍光を発します。刺激が光および熱の場合の蛍光をそれぞれ光刺激蛍光  (OSL, 

Opticall-Stimulated Luminescence) と熱刺激蛍光 (TSL, Thermally-Stimulated Luminescence) と呼びます。また放

射線照射後に生成された電子または正孔が発光中心または母材欠陥などに捕獲され、新たな発光中心が生成され

るラジオフォトルミネッセンス (RPL, RadioPhotoLuminescence) があります。これらOSL、TSL、RPLの発光強度は照

射線量に比例するため、被ばく量を見積もるための個人被ばく線量計 (ドシメータ) などに応用されています。 

ドシメータ用蛍光体に求められる特性は、基本的には発光強度が高いことや照射線量に対して発光強度が単調増

加する範囲が広いことなどが挙げられます。研究室では新規 RPL 材料の開発や、ガラスやセラミックスを合成し、そ

の OSL および TSL、RPL 特性評価を行っています。  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

新規放射線誘起蛍光体の開発 

 

氏氏名名：：      福福嶋嶋  宏宏之之  ／／FFUUKKUUSSHHIIMMAA  HHiirrooyyuukkii  EE--mmaaiill：：  ffuukkuusshhiimmaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会、、日日本本セセララミミッッククスス協協会会  

キキーーワワーードド：：  ドドシシメメーータタ、、シシンンチチレレーータタ、、フフォォトトルルミミネネッッセセンンスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・蛍蛍光光特特性性評評価価  

・・セセララミミッッククススおおよよびびガガララススのの作作製製  

・・XXRRDD 測測定定  
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